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旧
熊
本
藩
主 

細
川
家
の
古
文
書
か
ら
判
明

不
老
橋
は

岩
永
三
五
郎 

最
晩
年
の
作

　

近
世
後
期
、
肥
後
を
代
表
す
る
石
工
と
し

て
、
名
声
揺
る
ぎ
な
い
岩
永
三
五
郎

（
※
1
）。そ
の
最
晩
年
の
行
跡
が
こ
の
ほ
ど

判
明
し
た
。紀
州
・
和
歌
山
藩
か
ら
招
か
れ
、

１
８
５
１
（
嘉
永
４
）
年
に
現
在
の
和
歌
山

市
で
目
鑑
橋
の
架
橋
を
行
っ
た
と
い
う
記
録

を
発
見
し
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
記
録
は
肥
後
・
熊
本
藩
の
歴
代
藩

主
、
細
川
家
所
蔵
の
歴
史
資
料
な
ど
を
収
蔵

す
る「
永
青
文
庫
」（
熊
本
大
学
附
属
図
書
館

寄
託
）所
蔵
、「
新
続
跡
覧（
せ
き
ら
ん
）」の

嘉
永
４
年
の
一
冊
に
あ
っ
た
。こ
れ
は
熊
本

藩
の
対
外
関
係
（
徳
川
幕
府
や
他
藩
と
の
交

渉
・
応
接
な
ど
）
を
収
録
し
た
も
の
で
、
本

来
、
土
木
工
事
や
石
橋
架
設
な
ど
が
収
録
さ

れ
る
も
の
で
は
な
い
。そ
の
た
め
こ
れ
ま

で
、
岩
永
三
五
郎
の
行
跡
が
明
ら
か
に
さ
れ

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
「
…
紀
州
和
歌
宮
御
旅
所
江
石
橋
御
取
拵

ニ
付
内
分
御
国
許
石
工
御
雇
入
ニ
相
成
…
」

「
右
御
取
拵
之
儀
ニ
付
而
紀
州
様
大
坂
御
留
守

居
よ
り
頼
談
之
趣
同
所
御
留
守
居
方
よ
り
別

紙
之
通
達
有
之
…
」と
あ
る
。

　

こ
れ
は
紀
州
・
和
歌
山
藩
の
大
阪
留
守

居
役（
玉
置
長
次
郎
）が
、
熊
本
藩
の
大
阪
留

守
居
詰
目
付（
黒
川
才
右
衛
門
）に
宛
て
、
紀

州
・
和
歌
宮
御
旅
所
（
※
２
）
に
目
鑑
橋
を

架
設
す
る
た
め
、
石
工
を
雇
い
た
い
と
い
う

の
で
あ
る
。嘉
永
３
年
12
月
４
日
の
依
頼

で
、
翌
年
４
月
14
日
の
祭
礼
の
日
に
前
藩
主

の
渡
り
初
め
を
し
た
い
の
で
、
急
い
で
石
橋

を
架
設
し
た
い
と
い
う
の
で
あ
る
。　

　

こ
こ
で
熊
本
藩
と
紀
州
・
和
歌
山
藩
と
の

間
に
立
っ
て
世
話
を
し
た
の
が
、
大
阪
の
商

人
、
鴻
池（
こ
う
の
い
け
）伊
助
だ
っ
た
。公
的

な
人
材
派
遣
に
な
る
と
、藩
庁
の
許
可
に
時
間

が
か
か
り
依
頼
に
間
に
合
わ
な
く
な
る
た
め
、

嶋
池
伊
助
が
ま
ず
石
工
を
雇
い
入
れ
、和
歌
山

藩
に
派
遣
す
る
と
い
う
方
法
を
取
っ
た
の
で

あ
る
。雇
い
入
れ
た
石
工
は
岩
永
三
五
郎
、
養

子
の
大
蔵
、
小
者
の
鹿
吉
。こ
の
３
人
は
嘉
永

４
年
１
月
22
日
に
大
阪
へ
到
着
。24
日
に
は
紀

州
へ
と
出
発
し
て
い
る
。

　
「
…
石
橋
茂
御
都
合
能
致
成
就
御
祭
礼
之
御

間
ニ
合
殊
更
一
位
様
思
召
ニ
相
叶
彼
是
三
家
御

満
足
之
由
…
」。こ
の
資
料
に
目
鑑
橋
の
完
成

日
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
４
月
14
日
の
和
歌

宮
祭
礼
に
は
石
橋
は
完
成
し
、奉
行
の
渡
り
初

め
が
あ
り
、橋
の
出
来
に
大
満
足
の
様
子
が
記

し
て
あ
る
。

　

岩
永
三
五
郎
は
最
晩
年
、
和
歌
山
藩
か
ら

招
か
れ
城
下
に
目
鑑
橋
を
架
け
、肥
後
の
石
工

の
面
目
を
世
に
顕（
あ
ら
わ
）し
た
。三
五
郎
の

指
導
の
下
に
紀
州
石
工
た
ち
が
架
け
た
橋
は
、

現
在
も「
不
老
橋
」（
※
３
）と
い
う
名
で
立
派

に
残
っ
て
い
る
。

※
１　

岩
永
三
五
郎
は
帰
郷
後
の
嘉
永
４
年
10
月
５
日

に
他
界
、享
年
59
歳
だ
っ
た
。

※
２　
「
和
歌
宮
御
旅
所
」と
は
、
徳
川
家
康
や
紀
州
徳
川

家
初
代
頼
宣
を
祀（
ま
つ
）る
紀
州
東
照
宮
の
祭
礼「
和
歌

祭
」の
際
の
御
旅
所
の
こ
と
。石
橋
は
祭
礼
の
際
、
東
照
宮

関
係
者
な
ど
が
通
る「
お
成
り
道
」に
架
け
ら
れ
て
い
る
。

※
３　

勾
欄
の
雲
形
の
浮
き
彫
り
が
見
事
。こ
の
部
分
は

石
屋
忠
兵
衛
が
制
作
し
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

不老橋（和歌山県指定文化財）
和歌山市和歌浦、1851（嘉永4）年架橋、橋長14.7㍍、径間9.6㍍、橋幅4.2㍍　写真提供／加藤 元昭

3面　日本の石橋一覧表を作成
6面　石橋構築・修復技術者育成講座を準備

2面　第32回大会で部の創設が決まる
5面　いま、石橋の時代（片寄 俊秀）

中面の案内

長
井
　
勲

美
里
町
文
化
財
保
護
委
員
会
委
員
長

日
本
の
石
橋
を
守
る
会
熊
本
県
会
員



<2>

第32回大会を熊本・山都町で開催

　
「
日
本
の
石
橋
を
守
る
会
」
の

第
32
回
（
平
成
23
年
度
）
大
会
が
、

去
る
4
月
23
・
24
日
の
2
日
間
、

熊
本
県
上
益
城
郡
山
都
町
の
国

民
宿
舎
「
通
潤
山
荘
」
で
開
催
さ

れ
た
。1
日
目
の
通
常
総
会
に
は

会
員
47
名
が
参
加
し
、
来
賓
と
し

て
、
熊
本
県
上
益
城
地
域
振
興
局

局
長
の
船
原
幸
信
氏
、
山
都
町
教

育
委
員
会
教
育
長
の
山
下
明
美

氏
、
通
潤
地
区
土
地
改
良
区
理
事

長
の
本
田
陽
一
氏
が
出
席
。

　

通
常
総
会
で
は
、
昨
年
度
の
事

業
・
決
算
・
監
査
報
告
、
本
年
度

予
算
案
な
ど
が
提
出
さ
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
承
認
さ
れ
た
。総
会
の
新
た

な
議
案
と
し
て
は
、
会
則
改
正
案

と
と
も
に
会
の
活
動
を
支
え
る

た
め
の
部
の
設
置
が
提
案
さ
れ

承
認
さ
れ
た
。

会
の
活
動
を
支
え
る
部
の
創
設

　

第
32
回
大
会
で
は
会
則
第
12
条
（
職
掌
分

掌
）を
改
正
し
、新
た
に
各
部
が
創
設
さ
れ
た
。

「
(1)
事
務
局
長
」「
(2)
会
計
」「
(3)
書
記
」
に
つ
い

て
は
こ
れ
ま
で
通
り
で
あ
る
が
、「
(4)
広
報
」

「
(5)
そ
の
他
の
必
要
な
機
能
」を
変
更
し
、「
(4)

総
務
部
、(5)
景
観
保
護
部
、(6)
写
真
文
芸
部
、(7)

調
査
研
究
部
、
(8)
資
料
整
理
部
、
(9)
広
報
部
と

し
た
。右
図
は「
設
置
し
た
部
の
役
割
・
機
能
」

（
※
各
部
に
期
待
さ
れ
る
機
能
）と
、各
部
の
部

（図） 設置した部の役割・機能

日本の石橋を守る会

長
と
副
部
長
名
で
あ
る
。

質
の
高
い
報
告
が
続
出

　

大
会
１
日
目
に
行
わ
れ
た
報
告
会
で
は
、10

名
の
会
員
が
活
動
内
容
を
披
露
。そ
れ
ぞ
れ
質

の
高
い
報
告
が
行
わ
れ
た
。

全
国
の
石
橋
発
見
報
告

会
員　

贄
田 

岳
和（
宮
崎
県
）

　

贄
田
会
員
は
こ
の
１
年
間
に
、４
基
の
石
造

ア
ー
チ
橋
を
発
見
、５
基
の
移
築
・
撤
去
情
報

や
、
熊
本
県
人
吉
市
の
西
目
林
道
の
５
基
な

ど
、15
基
の
貴
重
な
石
造
ア
ー
チ
橋
を
確
認
し

た
こ
と
を
報
告
し
た
。「
も
う
な
い
だ
ろ
う
と

思
っ
て
も
、
結
構
出
て
き
ま
す
」「
発
見
の
喜
び

が
次
の
発
見
の
動
機
で
す
」と
語
っ
た
。

　

贄
田
会
員
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、

「
n
i
e
m
o
n
」
で
検
索
す
る
と
表
示
さ
れ

る「
石
橋
・
眼
鏡
橋
・
太
鼓
橋
・
石
造
ア
ー
チ

橋
」。

第32回大会会場の様子（撮影／髙田 久壽）

　　　　片寄 俊秀（第2代会長）
　　　　本田 義雄（第3代会長）

会　長　甲斐 利幸（第4代会長）

副会長　飯星 時春
　同　　末永 暢雄
　同　　橋本 幸一
※副会長は会長を補佐、会長事故等
　の際に職務代行

理　事　河村 修ほか14名
※組織運営の機能を分掌・会の維持

総務部　河村 修（部長）
 尾上 一哉（副部長）
※大会や講演会などの企画・運営、県や
　市町村との窓口

景観保護部　中村 幸史郎（部長）
 　　上妻 信寛（副部長）
※石橋への案内表示や石橋周辺の景観
　保護ならびに石橋や人物の顕彰活動

写真文芸部　石原 史彦（部長）
※美的・文芸的な創作活動

会計監査　橋本 剛
　同　　　田上 彰
※資産および会計状況を監査

調査研究部　中村 秀樹（部長）
 　　軸丸 秀顕（副部長）
※記録文献等の調査や石橋の修復・保
　存に関する研究

資料整理部　贄田 岳和（部長）
 　　末永 暢雄（副部長）
※石橋分布図や架設年表等作成のため
　の資料収集・整理

広報部　中村 まさあき（部長）
※大会写真集、会報やホームページの
　編集・制作

(注)写真文芸部と広報部の副部長は空席

事務局長　上塚 尚孝
事務局長補　石山 信次郎
※総合管理・連絡調整

相談役

会　計　井上 基夫
会計補　石山 和子
　同　　尾上 啓子
※会計事務・会員の状況を掌握

書　記　石山 信次郎
※大会等の記録
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「
田
中
橋
」保
存
活
動
の
こ
と

会
員　

森
山 

良
雄（
熊
本
県
）

　

熊
本
県
山
鹿
市
鹿
北
町
に
あ
る
単
一
ア
ー

チ
橋「
田
中
橋（
た
ん
な
か
ば
し
）」、ま
た
の
名

を
「
化
巖
矼
（
け
ご
ん
こ
う
）
車
橋
」（
１
８
５

８
・
安
政
５
年
架
橋
、
橋
長
16
・
７
㍍
、
径
間

12
・
７
㍍
、橋
幅
４
・
13
㍍
）が
、県
道
拡
幅
に

伴
い
、
撤
去
さ
れ
る
と
い
う
話
が
持
ち
上
が
っ

た
と
き
、「
鹿
北
町
の
石
橋
を
守
る
会
」が
発
足

し
た
。地
元
住
民
約
70
人
で
反
対
運
動
を
展
開

し
た
結
果
、
石
橋
の
す
ぐ
上
流
に
コ
ン
ク
リ
ー

ト
製
の
橋
を
架
け
、田
中
橋
を
保
存
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。「
日
本
の
石
橋
を
守
る
会
に
も
、
ア

ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
ま
し
た
」と
森
山
会
員
は

当
時
を
振
り
返
っ
た
。

日
本
の
石
橋
一
覧
表

副
会
長　

末
永 

暢
雄（
長
崎
県
）

　

末
永
副
会
長
は
、日
本
全
国
の
石
造
ア
ー
チ

橋
の
一
覧
表
の
ま
と
め
作
業
を
報
告
。贄
田
岳

和
会
員
（
宮
崎
県
）、
森
野
秀
三
会
員
（
滋
賀

県
）、
宮
川
康
夫
会
員（
奈
良
県
） 

は
じ
め
、
多

数
の
会
員
か
ら
集
ま
っ
た
石
橋
情
報
は
約
１

万
件
に
上
っ
た
と
い
う
。そ
の
一
覧
表
は
、
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
暫
定
）
で
紹
介
し
て
い
る
。

「
め
が
ね
橋
一
覧
」
で
検
索
す
る
と
表
示
さ
れ

る
「
め
が
ね
橋
一
覧
（
都
道
府
県
別
現
存
数
）」

が
そ
れ
で
あ
る
。デ
ー
タ
の
使
用
な
ど
に
つ
い

て
は
、末
永
暢
雄（
資
料
整
理
部
）ま
で
。

〒
８
５
９
・
６
３
２
２　

佐
世
保
市
吉
井
町
踊
瀬
７
２
０

☎
０
９
５
６（
６
４
）２
７
１
０

h
o
n
o
b
o
n
o
2
@
e
n
e
r
g
y
.
o
c
n
.
n
e
.
j
p

Ｋ
Ａ
Ｂ
Ｓ
Ｅ
調
査
研
究
報
告

会
員　

中
村 

秀
樹（
熊
本
県
）

　

K
A
B
S
E
は
、産
・
官
・
学
が
連
携
し
土

木
構
造
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
う
、

土
木
関
係
技
術
者
が
中
心
と
な
っ
た
一
般
社
団

法
人
。そ
の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
る
中
村
秀
樹
会

員
が
、現
地
調
査
の
報
告
を
行
っ
た
。

　
「
K
A
B
S
E
石
橋
点
検
要
領
案
」
に
基
づ

き
、
石
橋
の
ひ
び
割
れ
や
ア
ー
チ
の
変
形
程
度

な
ど
に
つ
い
て
状
態
の
数
値
化
の
試
み
を
紹

介
。ま
た
重
い
ト
ラ
ッ
ク
の
通
過
に
よ
る
石
橋

へ
の
影
響
な
ど
の
調
査
も
実
施
し
て
お
り
、
今

後
は
そ
う
し
た
活
動
の
結
果
を
、
石
橋
保
存
に

役
立
て
た
い
と
し
て
い
る
。熊
本
大
学
の
山
尾

敏
孝
教
授
（
会
員
）
も
Ｋ
Ａ
Ｂ
Ｓ
Ｅ
メ
ン
バ
ー

で
、こ
の
活
動
に
参
加
し
た
。

中
国
・
福
建
省
の
石
橋
を
見
て

会
員　

山
尾 

敏
孝（
熊
本
県
）

　

山
尾
会
員
は
、
中
国
の
福
建
省
福
州
で
開
催

の「
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｈ
10
国
際
会
議
」に
出
席
。そ
の
際

に
訪
ね
た
、
現
地
の
石
橋
に
つ
い
て
報
告
し

た
。石
造
桁
橋「
洛
陽
橋
」（
１
０
５
９
年
架
橋
、

橋
長
１
１
８
８
㍍
）、同「
安
平
橋
」（
１
１
３
８

年
架
橋
、橋
長
２
０
７
０
㍍
）、会
報
78
号
掲
載

の「
金
山
大
橋
」（
１
９
７
２
年
架
橋
、
径
間
99

㍍
、
橋
長
１
５
０
㍍
）な
ど
を
紹
介
。中
に
は
長

さ
22
㍍
、縦
横
約
１
・
３
㍍
の
石
材
を
連
ね
た

石
造
桁
橋
も
あ
っ
た
と
か
。福
建
省
に
は
石
造

桁
橋
や
、
石
造
橋
の
よ
う
に
見
え
る
疑
似
石
橋

が
多
か
っ
た
そ
う
で
あ
る
。

沖　縄* 32 2 34 1.7% 0 0
鹿児島* 451 7 458 22.5% 48 35
宮　崎* 173 3 176 8.7% 85 18
熊　本* 324 31 355 17.5% 295 23
大　分* 495 6 501 24.6% 43 4
長　崎* 149 16 165 8.1% 3 31
佐　賀* 53 2 55 2.7% 0 36
福　岡* 77 0 77 3.8% 0 103
高　知 4 1 5 0.2% 0 1
愛　媛 2 1 3 0.1% 0 3
徳　島 5 0 5 0.2% 0 0
香　川 2 1 3 0.1% 0 0
山　口 7 0 7 0.3% 0 12
島　根 5 0 5 0.2% 0 3
鳥　取 0 0 0 0.0% 0 1
広　島 3 1 4 0.2% 0 6
岡　山 1 0 1 0.0% 0 17
兵　庫 8 2 10 0.5% 0 37
和歌山 2 0 2 0.1% 0 17
奈　良 0 0 0 0.0% 0 5
大　阪 2 0 2 0.1% 0 49
京　都 17 0 17 0.8% 0 35
滋　賀 4 0 4 0.2% 0 76
三　重 6 0 6 0.3% 0 19
愛　知 3 1 4 0.2% 0 8
岐　阜 5 0 5 0.2% 0 39
福　井 2 0 2 0.1% 0 2
石　川 8 0 8 0.4% 0 1
新　潟 9 0 9 0.4% 0 0
長　野 9 0 9 0.4% 0 6
山　梨 5 0 5 0.2% 0 4
静　岡 14 0 14 0.7% 1 17
神奈川 6 0 6 0.3% 0 0
東　京 7 0 7 0.3% 0 22
千　葉 8 0 8 0.4% 1 4
埼　玉 3 0 3 0.1% 0 5
群　馬 3 1 4 0.2% 0 8
栃　木 10 0 10 0.5% 0 3
茨　城 1 0 1 0.0% 0 0
福　島 4 2 6 0.3% 0 3
山　形 16 0 16 0.8% 8 1
宮　城 3 0 3 0.1% 0 1
岩　手 0 0 0 0.0% 0 2
青　森 6 0 6 0.3% 0 2
北海道 12 1 13 0.6% 0 10

九　州* 1754 67 1821 89.5% 474 250
九州外 202 11 213 10.5% 10 419

全国計 1956 78 2034 100% 484 669

日本の「めがね橋」 ～都道府県別数～
都道府県　   現存　　復元     総数（現存＋復元）　割合  　  消失数　煉瓦アーチ

※無断転載禁止 ©日本の石橋を守る会　　※九州には沖縄を含む

（
４
面
に
つ
づ
く
）

西目林道第1号橋
熊本県人吉市木地屋町
（椿谷川）
橋幅3.75㍍、径間3.4㍍
拱矢1.6㍍、環厚33㌢
輪石13列
写真提供／贄田 岳和

三号坂橋（仮称）
宮崎県都城市高城町四谷
径間1.8㍍、拱矢0.9㍍、

環厚43㌢、輪石9列
写真提供／贄田 岳和
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ア
ー
チ
和
算
術会

員　

中
村 

幸
史
郎（
熊
本
県
）

　
「
石
造
ア
ー
チ
橋
の
輪
石
の
設
計
は
、
大
工

の
仕
事
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
」
と
中
村
幸

史
郎
会
員
。「
道
や
川
の
幅
に
合
わ
せ
た
ア
ー

チ
設
計
の
た
め
、江
戸
時
代
は
和
算
が
用
い
ら

れ
た
は
ず
」
と
指
摘
し
た
。和
算
は
西
洋
数
学

と
は
別
に
、
日
本
で
独
自
に
発
展
し
た
数
学
。

江
戸
時
代
初
期
の
古
文
書
に
、円
の
直
径
や
ア

ー
チ
の
求
め
方
が
記
さ
れ
、
和
算
が
曲
尺（
か

ね
じ
ゃ
く
）
の
使
い
方
で
あ
る
規
矩
術
（
き
く

じ
ゅ
つ
）
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
、
大
工
技
術
の

要
素
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
を
紹
介
し
た
。

眼
鏡
橋
ク
イ
ズ会

員　

軸
丸 

秀
顕（
熊
本
県
）

　

石
造
ア
ー
チ
橋
の
構
造
の
発
展
に
つ
い
て
、

軸
丸 

秀
顕
会
員
が
段
階
的
に
説
明
し
た
。単

純
桁
橋
か
ら
複
数
の
橋
脚
を
持
つ
多
径
間
桁

橋
、川
の
両
岸
か
ら
石
材
を
延
ば
し
て
桁
を
載

せ
る
刎
橋（
は
ね
ば
し
）、２
枚
の
石
部
材
を
も

た
れ
合
わ
せ
た
合
掌（
が
っ
し
ょ
う
）桁
橋
へ
と

発
展
。そ
し
て
合
掌
桁
橋
が
方
杖
桁
橋
、
リ
ブ

ア
ー
チ
橋
、
セ
グ
メ
ン
ト
ア
ー
チ
橋
（
輪
石
部

分
を
川
の
流
れ
と
平
行
に
配
置
）
へ
と
発
展
。

そ
の
後
、多
径
間
ア
ー
チ
橋
が
出
現
し
た
。

　
「
眼
鏡
橋
の
技
術
は
よ
り
長
い
橋
を
目
指
し

た
先
人
の
知
恵
の
結
晶
」「
高
い
耐
震
性
能
を

持
ち
、単
純
に
保
存
だ
け
で
な
く
活
用
の
視
点

も
大
切
。眼
鏡
橋
を
新
設
す
る
こ
と
も
夢
で
は

な
い
」と
締
め
く
く
っ
た
。

平
山
橋
撤
去
に「
待
っ
た
！
」

会
員　

河
村 

修（
熊
本
県
）

　

第
32
回
大
会
で
河
村
会
員
は
、熊
本
県
山
鹿

市
の「
平
山
橋
」
撤
去
問
題
に
つ
い
て
報
告
。こ

の
石
橋
は
九
州
の
人
気
温
泉
地
、
平
山
温
泉
の

中
心
街
を
流
れ
る
岩
村
川
に
架
か
り
、
保
存
状

態
は
良
好
。し
か
し
石
橋
上
流
へ
の
コ
ン
ク
リ

ー
ト
橋
架
設
に
伴
い
、
地
元
民
の
一
部
が
石
橋

の
た
め
に
浸
水
被
害
が
大
き
く
な
る
と
い
う

理
由
で
、撤
去
を
主
張
し
て
い
た
。

△　
　

▽

　

大
会
終
了
後
、地
元
と
平
山
橋
保
存
を
望
む

団
体（
※
）と
が
協
議
を
重
ね
た
結
果
、石
橋
を

現
在
の
場
所
か
、
も
し
く
は
新
し
い
コ
ン
ク
リ

ー
ト
橋
の
上
流
部
に
か
さ
上
げ
し
、
歩
道
橋
と

す
る
よ
う
、熊
本
県
に
要
望
す
る
こ
と
で
合
意

し
た
。撤
去
問
題
は
県
と
の
交
渉
に
移
っ
た
。

※
平
小
城
校
区
長
、
湯
山
区
区
長
、
平
小
城
地
区
公
民
館

長
、平
小
城
小
学
校
長
、鶴
城
中
学
校
長
、平
山
温
泉
観
光

協
会
、平
山
温
泉
組
合
組
合
、山
鹿
文
化
財
を
守
る
会
、山

鹿
市
文
化
財
保
護
協
会
、日
本
の
石
橋
を
守
る
会

小
さ
な
眼

会
員　

石
井 

智
大（
熊
本
県
）

　

石
井
智
大
（
ち
ひ
ろ
）
く
ん
は
２
０
０
５
年

生
ま
れ
。母
親
の
陽
子
さ
ん
が
智
大
く
ん
を
紹

介
し
た
。「
智
大
が
１
歳
の
と
き
初
め
て
書
い

た
絵
は
、
父
親
や
母
親
の
顔
で
は
な
く
、
通
潤

橋
の
放
水
の
風
景
で
し
た
」「
智
大
は
石
橋
に

行
く
と
大
変
喜
び
ま
す
」「
小
さ
な
子
ど
も
が

石
橋
が
好
き
だ
と
は
不
思
議
で
し
た
」と
陽
子

さ
ん
。石
井
さ
ん
は
家
族
４
人
で
、
智
大
く
ん

が
１
歳
の
と
き
、福
岡
か
ら
熊
本
の
山
都
町
に

引
っ
越
し
て
き
た
。陽
子
さ
ん
は
「
最
近
は
も

し
か
し
た
ら
、智
大
が
私
た
ち
家
族
を
山
都
町

に
連
れ
て
き
た
の
で
は
…
と
思
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
」と
語
っ
た
。

画
図
小
学
校
版
画
集

会
員　

石
原 

史
彦（
熊
本
県
）

　

石
原
史
彦
会
員
は
、熊
本
市
立
画
図
小
学
校

の
教
師
。昨
年
４
年
４
組
の
担
任
と
な
り
、「
通

潤
橋
と
肥
後
の
石
工
物
語
」（
版
画
集
）の
制
作

を
指
導
し
た
。「
社
会
科
見
学
で
通
潤
橋
に
行

き
ま
し
た
が
、子
ど
も
た
ち
に
は
放
水
し
か
印

象
に
残
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
授
業
で『
虹
の

花
咲
く
通
潤
橋
』（
児
玉
辰
春
著
・
長
沢
靖
イ

ラ
ス
ト
）
を
読
ん
で
や
り
ま
し
た
」
と
石
原
会

員
。「
特
に
支
保
工
が
取
り
外
さ
れ
る
と
こ
ろ

に
、
子
ど
も
た
ち
は
引
き
つ
け
ら
れ
て
い
ま
し

た
」「
そ
れ
か
ら
自
分
た
ち
で
版
画
で
物
語
を

作
成
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
」と

版
画
集
作
成
の
い
き
さ
つ
を
紹
介
し
た
。

日本の石橋を守る会、30年の歴史
事務局長　上塚 尚孝 （大会記念講演より）

　

日
本
の
石
橋
を
守
る
会
は
１
９
８
０

（
昭
和
55
）年
、熊
本
県
山
鹿
市
で
第
１
回

大
会
を
開
催
。そ
の
際
は
32
名
が
参
加
し

ま
し
た
。発
起
人
は
初
代
事
務
局
長
の
山

口
祐
造
さ
ん（
故
人
）。石
橋
の
保
全
運
動

は
個
人
の
力
で
は
限
界
が
あ
る
の
で
、全

国
各
地
に
い
る
石
橋
愛
好
家
と
手
を
取

り
合
い
、
強
力
な
組
織
を
つ
く
っ
て
守
ら

な
ね
ば…

と
い
う
思
い
か
ら
で
し
た
。

　

過
去
に
は
存
続
の
危
機
も
あ
り
ま
し

た
。２
０
０
０
年
鹿
児
島
・
東
入
来
町
開

催
の
第
21
回
大
会
は
、
井
上
清
一
会
長

（
故
人
）
と
山
口
事
務
局
長
の
２
人
が
入

院
の
た
め
、副
会
長
の
片
寄
俊
秀
さ
ん
が

会
長
に
就
任
。翌
年
の
福
岡
県
久
留
米
市

開
催
の
第
22
回
大
会
で
、事
務
局
を
熊
本

県
に
置
く
こ
と
が
決
ま
り
、
02
年
熊
本
・

矢
部
町
開
催
の
第
23
回
大
会
か
ら
本
田

義
雄
さ
ん
が
会
長
に
就
任
。そ
れ
で
安
定

し
ま
し
た
が
、08
年
長
崎
・
世
知
原
町
開

催
の
第
29
回
大
会
は
会
長
・
副
会
長
が

長
期
入
院
の
た
め
欠
席
、役
員
の
若
返
り

が
課
題
と
な
り
ま
し
た
。昨
年
の
熊
本
・

山
都
町
開
催
の
第
31
回
大
会
か
ら
甲
斐

利
幸
さ
ん
が
会
長
に
就
任
さ
れ
、本
大
会

で
部
の
創
設
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
会
が
充
実
し
、
深
み
が
出
て
く

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

平山橋
1861（文久元）年架設、1914（大正3）年
改修、橋長11.3㍍・径間7.0㍍・橋幅4.8㍍

写真提供／河村 修



<5>　「日本のいしばし」79 号（通算）　2011 年 7月10日発行

【
本
の
紹
介
】

日
本
の
石
橋
・
世
界
の
石
橋
ス
ケ
ッ
チ
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

片
寄 

俊
秀
著

石
造
ア
ー
チ
橋
の
謎
と
魅
力
 

　

著
者
は
あ
と
が
き
に「
長
崎
で
石
橋
の
魅
力

に
目
覚
め
、
山
口
祐
造
さ
ん（
日
本
の
石
橋
を

守
る
会
初
代
事
務
局
長
）に
導
か
れ
て
九
州
か

ら
本
州
へ
、
さ
ら
に
は
世
界
各
地
を
ほ
っ
つ
き

歩
い
て
、
石
橋
を
見
つ
け
た
ら
、
そ
こ
に
座
り

込
ん
で
描
き
に
描
い
た
」
と
記
し
て
い
る
。筆

者
が
各
地
で
描
い
た
石
橋
の
ス
ケ
ッ
チ
に
は
、

筆
者
の
石
橋
へ
の
深
い
思
い
が
表
れ
て
い
る
。

後
半
は
石
造
ア
ー
チ
橋
の
技
術
の
謎
と
魅
力

に
つ
い
て
考
察
を
展
開
。長
崎
市
の
中
島
川
石

橋
群
の
復
興
に
つ
い
て
も
、
著
者
の
証
言
が
記

述
さ
れ
て
い
る
。（
広
報
部
）

▼
か
た
よ
せ
・
と
し
ひ
で　

１
９
３
８
年
生
ま
れ
。奈

良
市
出
身
。環
境
芸
術
家
。１
９
７
０
〜
９
６
年
ま
で
長

崎
市
に
居
住
。工
学
博
士
、
技
術
士
、一
級
建
築
士
。現
在

は
大
阪
人
間
科
学
大
学
環
境
・
建
築
デ
ザ
イ
ン
学
科
特

任
教
授
。Ｎ
Ｐ
Ｏ
ほ
ん
ま
ち
ま
ち
づ
く
り
道
場
主
宰
。日

本
の
石
橋
を
守
る
会
相
談
役
。兵
庫
県
尼
崎
市
在
住
。

【
本
の
紹
介
】

霊
台
橋
　
秘
め
ら
れ
た
幕
末
の
黄
金
比

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

一
村 

一
博
著

霊
台
橋
と
黄
金
比
の
秘
密
 

　

江
戸
末
期
に
架
設（
１
８
４
７
年
）さ
れ
た
、

当
時
最
大
の
単
一
ア
ー
チ
橋
「
霊
台
橋
」（
熊
本

県
上
益
城
郡
美
里
町
）に
巡
り
会
い
、
衝
撃
を

受
け
た
筆
者
。石
橋
築
造
の
技
術
、
阿
蘇
の
自

然
の
恵
み
、架
設
当
時
の
時
代
背
景
な
ど
が
気

に
な
り
、
資
料
を
集
め
た
と
い
う
。霊
台
橋
を

日
本
の
石
造
ア
ー
チ
橋
の
中
で
と
て
も
大
き

な
存
在
で
あ
る
と
位
置
づ
け
て
い
る
。

　

架
橋
に
関
す
る
資
料
を
は
じ
め
、そ
の
美
し

さ
の
秘
密
の
１
つ
に
、１
対
１
・
６
１
８
の「
黄

金
比
」
が
隠
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
。霊
台

橋
に
は
不
思
議
な
霊
力
（
パ
ワ
ー
）
が
秘
め
ら

れ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。霊
台
橋
を
中
心
に

据
え
、情
報
を
分
か
り
や
す
く
紹
介
し
た
石
橋

研
究
書
。（
広
報
部
）

「
霊
台
橋
　
秘
め
ら
れ
た
幕
末
の
黄
金
比
」

一
村 

一
博
著

熊
日
情
報
文
化
セ
ン
タ
ー
発
行

頒
価
１
５
０
０
円
＋
税

▼
い
ち
む
ら
・
か
ず
ひ
ろ　

１
９
４
９
年
生
ま
れ
。熊

本
市
在
住
。く
ま
も
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
市
民
塾
講
師

い
ま
、石
橋
の
時
代

（
前
文
略
）

　

石
山
か
ら
切
り
出
し
た
材
に
人
の
技
を
加

え
、持
ち
運
び
の
で
き
る
部
材
に
し
て
現
場
で

壮
大
な
構
築
物
に
組
み
上
げ
る
見
事
な
デ
ザ

イ
ン
と
設
計
。地
元
材
ゆ
え
に
地
域
の
風
景
に

自
然
に
な
じ
む
、先
人
た
ち
の
知
恵
と
高
度
な

技
術
の
結
晶
。こ
れ
ぞ
長
崎
の
宝
も
の
、
大
切

に
し
な
い
と
バ
チ
が
当
た
る
と
思
っ
た
。

（
文
中
略
）

　

そ
し
て
、心
あ
る
市
民
の
方
々
と
学
生
た
ち

と
が
一
つ
に
な
っ
て
、
川
掃
除
か
ら
は
じ
ま
っ

て「
中
島
川
ま
つ
り
」を
発
明
し
、市
議
会
請
願

や
署
名
活
動
、
河
川
浄
化
や
洪
水
対
策
、
環
境

デ
ザ
イ
ン
、
商
店
街
の
活
性
化
、
観
光
地
再
生

な
ど
、地
域
を
テ
ー
マ
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
運

動
と
研
究
活
動
を
展
開
し
た
。

　

だ
が
当
時
、「
経
済
の
高
度
成
長
」に
心
を
奪

わ
れ
て
い
た
人
々
は
「
ど
ぶ
川
」
化
し
た
中
島

川
に
架
か
る
古
ぼ
け
た
石
橋
な
ど
に
何
の
価

値
も
認
め
な
か
っ
た
。そ
し
て
そ
の
上
に
は
、

東
京
や
大
阪
に
も
負
け
な
い
（
！
）
立
派
な
高

架
道
路
を
建
設
し
、そ
れ
を「
九
州
横
断
道
路
」

と
連
結
し
て
物
流
ル
ー
ト
を
強
化
し
、
ク
ル
マ

で
や
っ
て
く
る
大
量
の
観
光
客
を
長
崎
に
呼

び
込
む
。こ
れ
が
経
済
的
に
落
ち
込
ん
で
い
た

地
方
を
元
気
に
し
、市
民
の
暮
ら
し
を
豊
か
に

す
る「
近
代
化
」の
決
め
手
に
な
る
と
、本
気
で

そ
う
思
っ
て
い
た
。

　

ま
さ
に「
哲
学
無
き
技
術
」謳
歌（
お
う
か
）

の
時
代
。そ
の
動
き
に
待
っ
た
を
か
け
る
わ
れ

わ
れ
は
、「
何
で
も
反
対
の
ア
カ
教
師
と
ゲ
バ

学
生
」
と
罵
倒
さ
れ
、
あ
い
つ
ら
は
「
偏
っ
と

る
」
と
の
レ
ッ
テ
ル
が
貼
ら
れ
た
。冷
た
い
視

線
の
中
、
当
時
の
学
生
た
ち
は
一
人
ひ
と
り
が

よ
く
考
え
、よ
く
行
動
し
、よ
く
耐
え
た
。

　

い
ま
、世
界
を
揺
る
が
す
Ｆ
ｕ
ｋ
ｕ
ｓ
ｈ
ｉ

ｍ
ａ
原
発
の
１
号
機
が
建
設
さ
れ
た
の
が
、ま

さ
に
そ
の
頃
で
あ
る
。さ
ま
ざ
ま
な
お
い
し
い

話
と
、ボ
ス
と
そ
の
取
り
巻
き
の
懐
に
大
金
が

ね
じ
込
ま
れ
た
過
疎
の
村
社
会
の
中
で
、原
発

建
設
に
抗
し
た
心
あ
る
人
た
ち
は
、お
そ
ら
く

大
変
な
目
に
遭
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

（
文
中
略
）

　

先
行
き
が
ま
っ
た
く
見
え
な
い
日
本
。も
う

一
度
、
原
点
か
ら
や
り
直
す
し
か
な
い
こ
と
は

明
ら
か
だ
。わ
れ
わ
れ
は
そ
の
た
め
に
こ
そ
中

島
川
や
日
本
の
、そ
し
て
世
界
の
石
橋
群
を
じ

っ
と
見
つ
め
て
み
た
い
と
思
う
。

　

先
人
た
ち
が
培
っ
た
、
人
々
の
暮
ら
し
を
し

っ
か
り
と
温
か
く
支
え
る
「
ほ
ん
も
の
の
技

術
」の
結
晶
。こ
の
物
言
わ
ぬ
石
橋
た
ち
こ
そ
、

わ
れ
わ
れ
に
ほ
の
か
な
希
望
の
灯
を
与
え
て

く
れ
そ
う
な
気
が
し
て
い
る
。

（
２
０
１
１
年
４
月
記
す　

片
寄 

俊
秀
）

　

上
に
紹
介
し
た
片
寄
俊
秀
氏
の
著
書
は
、「
福
島
第
１
原
発
事
故
」
直
後
の
本
年
４
月
に
出
版
さ
れ

た
。著
者
は「
い
ま
、
石
橋
の
時
代
」と
題
さ
れ
た
ま
え
が
き
で
、
自
身
の
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
振
り
返

り
、現
代
の
社
会
に
問
題
を
提
起
し
て
い
る
。左
に
そ
の
一
部
を
紹
介
す
る
。

「日本の石橋・世界の石橋スケッチ集」
片寄 俊秀著
ＮＰＯほんまちラボまちづくり道場発行
頒価１０００円
http://honmachi la.exblog.jp/
katayose1234@gmail .com
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石
橋
は
江
戸
期
か
ら
明
治
・
大
正
期
に
か

け
数
多
く
造
ら
れ
た
。時
を
経
て
そ
れ
ら
の
多

く
は
、
修
復
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
。ま
た
近

年
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
使
用
な
ど
に
よ
り
、
復
元

が
不
可
能
に
な
る
修
理
事
例
も
多
発
し
て
お

り
、真
に
適
切
な
対
処
が
望
ま
れ
る
。た
だ
、石

橋
構
築
・
修
復
に
た
け
た
専
門
技
術
者
は
限

ら
れ
て
お
り
、現
代
で
は
そ
う
し
た
技
術
者
の

育
成
を
、伝
統
的
な
徒
弟
制
度
だ
け
に
委
ね
る

わ
け
に
は
い
か
な
い
時
代
と
な
っ
て
い
る
。

　

４
月
に
開
催
さ
れ
た
第
32
回
総
会
の
時
点

で
は
予
定
が
発
表
で
き
な
か
っ
た
が
、
各
方
面

の
専
門
家
・
経
験
者
・
識
者
な
ど
の
協
力
を

得
ら
れ
る
見
通
し
が
立
っ
た
こ
と
か
ら
、
尾
上

一
哉
総
務
部
副
部
長
を
中
心
に
、「
石
橋
構
築
・

修
復
技
術
者
育
成
事
業
」が
推
進
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。

　

技
術
者
育
成
コ
ー
ス
は
、
本
年
８
月
20
日
か

ら
始
ま
り
、
座
学
と
実
習
、
現
地
見
学
な
ど
に

よ
り
、基
礎
的
な
知
識
と
必
要
な
技
術
の
基
本

を
学
ぶ
10
回
コ
ー
ス
。毎
回
土
曜
の
10
時
か
ら

15
時
ま
で
に
４
つ
の
講
座
が
用
意
さ
れ
る
。現

在
、
各
専
門
分
野
に
お
け
る
一
流
の
指
導
者
を

手
配
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

熊
本
に
は
種
山
石
工
の
技
術
の
流
れ
が
あ

り
、
熊
本
城
の
石
垣
は
じ
め
各
地
に
教
材
に
で

き
る
石
積
み
が
残
っ
て
い
る
。石
橋
構
築
・
修

復
技
術
者
育
成
事
業
は
、専
門
技
術
と
と
も
に

石
造
文
化
を
後
の
世
に
伝
え
る
た
め
に
も
、
意

義
深
い
取
り
組
み
で
あ
る
。（
広
報
部
）

石
橋
構
築
・
修
復
技
術
者
養
成
へ

投
稿
者　

会
員　

田
上  

彰 （
熊
本
県
）

　

５
月
14
日
に
参
加
者
23
名
で
、
上
益
城
郡

山
都
町
の
笹
原
川
取
水
口
か
ら
上
井
手
終

点
の
相
籐
寺
ま
で
の
「
通
潤
用
水
」
を
歩
き

ま
し
た
。通
潤
用
水
の
施
工
の
工
夫
に
つ
い

て
、
今
回
あ
ら
た
め
て
感
じ
た
こ
と
を
記
し

て
お
き
ま
す
。

　

隧
道（
ず
い
ど
う
）の
中
の
土
砂
堆
積（
た

い
せ
き
）を
予
防
す
る
た
め
に
、隧
道
入
り
口

の
用
水
幅
を
狭
く
し
て
水
圧
を
上
げ
る
工

夫
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。菊
池
郡
菊
陽
町
の

「
鼻
ぐ
り
井
手
」は
、
水
の
通
る
穴
を
互
い
違

い
に
す
る
こ
と
に
よ
り
渦
を
つ
く
り
、
土
砂

の
堆
積
を
予
防
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
と
似

た
水
理
を
利
用
し
た
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
ま

す
。要
所
に
は
、
大
雨
等
に
よ
り
オ
ー
バ
ー
フ

ロ
ー
し
た
余
水
を
排
水
す
る
た
め
の
「
磧
切

戸
水
吐
所
」、
い
わ
ゆ
る
余
水
吐
け
が
設
け

ら
れ
、
こ
れ
に
よ
り
水
路
自
体
の
擁
護
が
図

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、一
般
の
水
路
の
場
合
は
、上
流
の
耕

作
地
が
先
に
取
水
す
る
た
め
、
下
流
の
耕
作

地
は
、
お
の
ず
か
ら
用
水
が
足
り
な
く
な
り

ま
す
。し
か
し
、
通
潤
用
水
の
場
合
は
、
用
水

不
足
と
な
る
危
険
が
あ
る
場
合
は
、「
昼
夜

開
き
」
と
称
し
て
下
流
ま
で
用
水
が
平
等
に

行
き
わ
た
る
よ
う
地
区
を
定
め
、
1
日
に
お

き
に
配
水
し
て
い
ま
す
。

　

通
潤
用
水
の
上
井
手
か
ら
分
水
さ
れ
た

用
水
が
沢
ご
と
に
棚
田
に
注
ぎ
、
田
越
し
に

次
の
田
に
流
れ
落
ち
、下
井
手
と
合
流
し
、さ

ら
に
そ
の
下
流
の
田
を
潤
し
て
い
ま
す
。し

か
も
、途
中
の
棚
田
は
、た
め
池
の
役
割
も
果

た
し
て
い
ま
す
。す
な
わ
ち
、
下
流
に
な
れ
ば

そ
の
分
だ
け
水
量
が
少
な
く
な
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
こ
の
通
潤
用
水
の
配
水
シ
ス
テ
ム

は
、
下
流
で
あ
っ
て
も
で
き
る
だ
け
同
じ
水

量
が
得
ら
れ
る
と
い
う
、
平
等
性
を
確
保
す

る
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
分
水
箱
に
よ
る
公
平
性
も
見
事
な

も
の
で
す
。呑
口
の
大
き
さ
が
開
田
面
積
に

比
例
し
て
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
の
平
等

性
と
公
平
性
と
の
調
和
が
設
備
な
ど
の
ハ
ー

ド
面
だ
け
で
は
な
く
、布
田
保
之
助（
通
潤
橋

架
設
時
の
惣
庄
屋
）
さ
ん
時
代
か
ら
守
ら
れ

て
き
た
規
約
に
見
ら
れ
る
、
ソ
フ
ト
面
に
ま

で
反
映
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
通
潤
用
水
の
す

ば
ら
し
さ
だ
と
感
じ
ま
し
た
。　

Ｂ
Ｂ
Ｓ（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
掲
示
板
）よ
り

通
潤
用
水
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

「日本の石橋を守る会」のBBSへ投稿を！　　http://9328.teacup.com/jsbp/bbs/　パスワードは「1234」

石橋構築・修復技術者育成カリキュラム案
【第1回 】 8/20(土)
「心構え」（座学）
【第2回】 9/3(土) 
「基礎1」（座学）
【第3回】 9/10(土) 
「基礎2」（座学）
【第4回】 9/17(土) 
「山取り」（実習）
【第5回 】9/24(土) 
「細工」（実習）
【第6回】 10/1(土) 
「石組み1」（実習）
【第7回】 10/8(土) 
「石組み2」（見学）
【第8回】 10/15(土) 
「石橋1」（座学）
【第9回】 10/22(土) 
「石橋2」（座学）
【第10回】 10/29(土) 
「終了考査」
※受講料は基本的に無料
※毎回土曜開講、10時～15時までに4つの講座
※会場は山都町立図書館１階（熊本県上益城郡山都町城原169）ほか
【問い合わせ先】
東陽石匠館☎096（65）2700、通潤橋史料館0967（72）3360

　

菊
陽
町
の
「
鼻
ぐ
り
井
手
」。用
水
路
途
中
の
岩

盤
（
長
さ
約
３
９
０
㍍
）
を
掘
削
し
、
３
〜
４
㍍
間

隔
に
水
流
穴
（
鼻
ぐ
り
穴
）
を
空
け
た
隔
壁
を
設
け

て
い
る
。隔
壁
に
ぶ
つ
か
っ
た
水
流
が
、
火
山
灰
な

ど
の
土
砂
を
巻
き
上
げ
て
流
す
た
め
、
し
ゅ
ん
せ
つ

作
業
が
い
ら
な
い
。写
真
提
供
／
中
村
ま
さ
あ
き

▼

肥後種山石工集団、伝統的自然石石組
石橋石組技能要領など

石材の種類と性質１、石材（現物）と用途
損傷を受けた石橋など

石工用語、石組みの種類
石組みの面・控え・裏込など

山を見る目・石を観る眼
石材の採取方法、山取り上の諸問題など

作品と石工道具
割る、はつる、作る

石組み要領
熊本城石垣修繕現地講義など

県内石垣見学

眼鏡橋の過去・現在・未来
石橋の設計、施工計画など

支保工、基礎・根石・輪石・要石
壁石・中詰石・貼石・高欄など

石造文化財の要点、終了考査
石工の基本（石組み）、口頭試問
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石
匠
館
へ
来
館
さ
れ
た
３
人
連
れ
が
「
私
ど

も
は
丈
作
の
子
孫
で
す
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
。

「
丈
作
さ
ん
と
い
え
ば
、
通
潤
橋
の
架
設
工
事

に
参
加
し
た
種
山
石
工
衆
の
一
人
で
す
ね
」
と

確
か
め
る
と
、「
は
い
、
い
ま
は（
熊
本
県
球
磨

郡
）
相
良
村
役
場
の
近
く
に
住
ん
で
い
ま
す
」。

そ
こ
で
３
人
を
館
内
に
展
示
し
て
い
る
「
種
山

石
工
衆
の
系
譜
」へ
案
内
し
た
。

　

丈
作
の
生
没
年
は
不
詳
の
た
め
、工
事
に
参

加
し
た
時
点
の
年
齢
が
明
確
で
は
な
い
。私
は

20
か
ら
30
歳
代
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い

る
。通
潤
橋
完
成
か
ら
28
年
後
の
１
８
８
２

（
明
治
15
）年
に
石
本
丈
作
は
、息
子
の
豊
吉
と

種
山
村
か
ら
深
水
村
（
現
在
の
相
良
村
）
へ
移

住
し
、
明
治
末
期
に「
橋
谷
橋
」を
架
設
し
た
。

こ
の
親
子
合
作
の
石
造
ア
ー
チ
橋
は
、
川
辺
川

の
一
支
流
に
架
か
っ
て
い
た
が
、
村
道
改
良
工

事
の
た
め
撤
去
さ
れ
、現
在
は
相
良
村
役
場
敷

地
内
に
復
元
保
存
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
見
た
人

も
多
い
は
ず
。

　

子
孫
の
一
人
で
あ
る
石
本
則
広
さ
ん
は
「
橋

谷
橋
が
橋
谷
川
に
架
か
っ
て
い
た
と
き
の
写

真
は
ア
ル
バ
ム
に
貼
っ
と
り
ま
す
が
、（
移
転

後
の
姿
と
違
い
）
高
い
ア
ー
チ
で
し
た
」
と
誇

ら
し
げ
。し
か
し「
橋
の
図
面
は
残
っ
と
っ
た
で

す
ば
っ
て
ん
、
藁

（
わ
ら
）
屋
根
の
家

が
台
風
で
壊
れ
た

と
き
な
く
な
り
ま

し
た
」
と
話
し
た

と
き
は
残
念
そ
う

な
表
情
だ
っ
た
。

　

丈
作
の
息
子
の

豊
吉
の
作
品
は
、あ

さ
ぎ
り
町（
旧
深
田

村
）の
銅
山
川
に
架

か
る「
大
正
橋
」（
１

９
１
３
年
架
設
）。

輪
石
、壁
石
と
も
に

整
然
と
し
た
構
造

は
、
石
工
の
性
格
が
几
帳
面
で
あ
っ
た
か
ら
だ

と
想
像
し
て
い
る
。豊
吉
自
身
も
会
心
の
出
来

だ
っ
た
ら
し
く
、「
大
正
橋
ば
見
て
く
れ
」と
語

っ
て
い
た
そ
う
だ
。豊
吉
の
没
年
は
１
９
３
３

年
で
、享
年
72
歳
と
判
明
し
て
い
る
。

　

２
０
０
８（
平
成
20
）年
夏
に
は
、通
潤
橋
架

設
工
事
に
参
加
し
た
石
工
、
岩
吉
さ
ん
の
子
孫

が
石
匠
館
に
い
ら
し
た
し
、
今
回
は
丈
作
さ
ん

石
工
、丈
作
・
豊
吉
親
子
の
こ
と

円
相
の
秘
め
し
力

　
「
天
災
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く
る
」
と
い

わ
れ
る
。阪
神
淡
路
大
震
災
か
ら
16
年
目
、
東

日
本
を
襲
っ
た
地
震
は
、
大
津
波
に
加
え
て
原

子
力
発
電
所
の
事
故
ま
で
引
き
起
こ
し
た
。

こ
の
天
災
に
人
災
ま
で
が
加
わ
っ
た
未
曾
有

の
災
害
は
、
日
本
の
終
戦
以
来
の
大
混
乱
、
大

惨
事
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

本
年
４
月
末
、八
代
市
の
知
人
宅
に
身
を
寄

せ
て
い
る
と
い
う
被
災
地
の
老
夫
婦
が
、石
匠

館
の
見
学
に
来
ら
れ
た
。「
大
変
な
こ
と
で
し

た
ね
」と
慰
め
な
が
ら
話
を
聞
く
と
、
老
夫
婦

の
家
は
高
台
に
あ
っ
た
の
で
津
波
の
被
害
は

な
か
っ
た
が
、
福
島
第
１
原
発
か
ら
30
㌔
圏
内

に
位
置
す
る
た
め
避
難
対
象
に
な
っ
た
と
の

こ
と
で
、気
の
毒
だ
っ
た
。

　

お
二
人
に
は
石
匠
館
の
多
目
的
ホ
ー
ル
に

展
示
し
て
い
た「
め
が
ね
橋
に
用
い
ら
れ
た
石

材
」展
も
見
学
し
て
い
た
だ
き
、
置
い
て
い
た

芳
名
録
へ
記
帳
し
て
も
ら
っ
た
が
、
そ
れ
で
福

島
県
南
相
馬
市
の
方
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か

っ
た
。添
え
書
き
に
は
「
原
発
の
被
害
を
忘
れ
、

め
が
ね
橋
の
美
し
さ
に
見
と
れ
ま
し
た
」と
書

か
れ
て
い
た
。ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
は
南
相
馬
市

の
放
射
能
被
害
の
こ
と
を
見
聞
き
し
て
い
た

が
、そ
の
感
想
を
読
ん
で
ハ
ッ
と
し
た
。

　

日
ご
ろ
か
ら
石
造
ア
ー
チ
橋
に
心
を
惹

（
ひ
）か
れ
て
い
た
け
れ
ど
、
災
害
で
痛
め
つ
け

ら
れ
た
人
の
心
を
癒
す
力
ま
で
も
石
橋
は
秘

め
て
い
た
の
か
と
、し
ん
み
り
考
え
た
。

　

私
自
身
、
若
い
頃
に
霊
台
橋
の
強
大
な
ア
ー

チ
が
川
面
に
映
り
、
円
相
を
描
い
て
い
る
の
を

見
た
と
き
、
そ
の
美
し
さ
に
感
動
し
、
見
惚
れ

た
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。以
来
、
疲
労
蓄
積

し
た
と
き
、
閉
塞
（
へ
い
そ
く
）
状
態
の
と
き
、

放
心
彷
徨（
ほ
う
こ
う
）の
と
き
、舟
津
峡
を
訪

れ
て
は
、
石
矼（
せ
っ
こ
う
）が
川
面
に
映
す
円

相
と
対
峙（
た
い
じ
）し
、
何
か
を
つ
か
も
う
と

時
を
待
っ
た
。

　

被
災
地
の
復
興
と
被
災
者
の
安
穏
が
１
日

も
早
か
ら
ん
こ
と
を
祈
念
し
て
や
ま
な
い
。

（
２
０
１
１
年
６
月
２
日
）

の
子
孫
。い
ず
れ
も
架
設
工
事
参
加
者
の
末
裔

（
ま
つ
え
い
）が
健
在
で
、次
は
誰
か
と
た
の
し

み
だ
。（
２
０
１
１
年
６
月
４
日
）

橋谷橋　写真提供／上塚 尚孝

霊台橋（熊本県上益城郡美里町）　写真提供／上塚 尚孝
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下
鶴
橋
の
名
残

　

霊
台
橋
よ
り
も
前
に
架
け
ら
れ
、１
９
６
５

（
昭
和
40
）
年
に
流
れ
て
し
ま
っ
た
「
下
鶴
橋
」

（
下
津
留
橋
と
も
表
記
。熊
本
県
上
益
城
郡
美

里
町
豊
富
）。そ
の
後
近
く
に
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

製
の
橋
が
架
け
ら
れ
た
が
、そ
の
橋
の
上
か
ら

川
の
左
岸
上
流
側
を
見
る
と
、今
も
ア
ー
チ
の

一
部
が
残
っ
て
い
る
の
が
見
え
る
。

　

石
橋
の
近
く
の
川
に
は
淵
（
ふ
ち
）
が
あ
る

た
め
近
づ
く
の
が
難
し
い
が
、
川
に
茂
る
竹
や

雑
木
が
住
民
に
よ
っ
て
切
り
払
わ
れ
て
か
ら
、

会報79号（通算）　2011（平成23）年7月10日発行

代表者 会長　甲斐 利幸　
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編
集
後
記

日本の石橋を守る会
～石橋とその文化を大切に～

　

会
報
の
編
集
・
制
作
を
引
き
受
け
て
以
来
、

関
係
者
皆
さ
ん
の
ご
協
力
の
お
か
げ
で
、
何
と

か
79
号
の
発
行
に
こ
ぎ
着
け
ま
し
た
。印
刷
に

回
す
直
前
の
時
期
に
な
っ
て
会
報
の
各
面
を
見

る
と
、
会
員
の
皆
さ
ん
の
石
橋
へ
の
思
い
は
深

く
、
そ
の
活
動
内
容
が
幅
広
い
こ
と
を
あ
ら
た

め
て
感
じ
ま
す
。そ
れ
は
石
橋
文
化
の
豊
か
さ

の
反
映
で
も
あ
る
と
も
思
わ
れ
ま
す
。

　

情
報
で
は
島
崎
敏
之
会
員
が
個
人
的
に
、
沖

縄
の
石
橋
巡
り
ワ
ガ
マ
マ
ツ
ア
ー（
？
）を
企
画

中
だ
そ
う
で
す
。会
報
で
は
そ
の
よ
う
な
、
多

彩
な
活
動
を
紹
介
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。た
だ
紹
介
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
に
は
限
度
が

あ
り
ま
す
の
で
、会
の
Ｂ
Ｂ
Ｓ（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
掲
示
板
）
へ
の
投
稿
も
お
勧
め
し
た
い
と
思

い
ま
す
。 （
会
報
担
当　

中
村
ま
さ
あ
き
）

　
　

  

会
員　

井
澤
る
り
子（
熊
本
県
）

見
た
り
、聞
い
た
り
、

橋
の
残
骸
が
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

下
鶴
橋
に
つ
い
て
の
吉
田
通
雄
さ
ん
（
故

人
）
の
述
懐
は
悲
痛
だ
っ
た
。橋
が
流
さ
れ
た

後
、
地
域
の
住
民
か
ら
一
日
も
早
く
、
修
復
し

て
ほ
し
い
と
の
願
い
が
出
さ
れ
た
。し
か
し
石

橋
の
修
復
に
は
時
間
が
か
り
、技
術
者
も
少
な

東
陽 

石
匠
館

　

熊
本
県
八
代
市
東
陽
町
9
8
ー
2

　

☎
0
9
6
5（
65
）2
7
0
0

◆
８
月
２
日
〜
９
月
４
日

　

熊
本
市
立
画
図
小
学
校
・
旧
４
年
４
組「
通

　

潤
橋
と
肥
後
の
石
工
物
語
」連
作
版
画
展

◆
９
月
６
日
〜
10
月
10
日

　

石
原
史
彦
・
鉛
筆
と
水
彩
色
鉛
筆
に
よ
る　

　
「
石
橋
と
草
花
ス
ケ
ッ
チ
」展

◆
10
月
14
日
〜
11
月
27
日

　

榊
晃
弘（
寄
贈
）「
ロ
ー
マ
橋
と
南
欧
石
橋
紀

　

行
」写
真
展（
第
３
回
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
橋

　

を
中
心
に
紹
介
）

石
橋
に
関
す
る
催
し

か
っ
た
た
め
、
住
民
の
要
求
に
応
え
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。そ
の
た
め
、や
む
な
く
コ
ン
ク

リ
ー
ト
橋
を
架
け
る
こ
と
に
な
っ
た
そ
う
で

あ
る
。

　

工
事
が
始
ま
り
、
ア
ー
チ
を
壊
そ
う
と
バ
ッ

ク
ホ
ー（
油
圧
シ
ョ
ベ
ル
）を
動
か
し
た
が
、
び

く
と
も
し
な
か
っ
た
。そ
れ
で
つ
い
に
火
薬
を

使
っ
て
爆
破
し
、
石
橋
を
取
り
壊
し
た
そ
う
で

あ
る
。

　

吉
田
さ
ん
は
「
今
な
ら
他
に
道
路
も
あ
り
、

回
り
道
も
で
き
る
の
で
、爆
破
し
て
壊
す
こ
と

も
な
か
っ
た
ろ
う
」と
語
っ
た
。現
在
は
下
鶴
橋

か
ら
見
え
る
範
囲
に
、「
今
村
橋
」「
塚
瀬
橋
」な

ど
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
が
３
橋
も
架
か
っ
て
い

る
。

　

右
の
ラ
ベ
ル
は
、
第
32
回
大
会
が
開
催
さ
れ

た
山
都
町
の
老
舗
酒
蔵
、通
潤
酒
造
の
純
米
酒

の
Ｐ
Ｂ
ラ
ベ
ル
。お
酒
は
特
別
に
注
文
さ
れ
、

大
会
夜
の
懇
親
会
で
乾
杯
に
使
わ
れ
た
。こ
の

ラ
ベ
ル
の
写
真
は
、パ
ソ
コ
ン
に
よ
っ
て「
通
潤

橋
」
の
石
組
み
に
線
を
描
い
た
、
上
塚
尚
孝
事

務
局
長
の
画
像
処
理
（
レ
タ
ッ
チ
）
作
品
。黄
色

い
線
か
ら
、
通
潤
橋
を
架
け
た
種
山
石
工
の
石

組
み
の
技
が
見
て
取
れ
る
。

　

組
ま
れ
た
輪
石
は
、上
方
に
跳
ね
上
が
ろ
う

と
す
る
力
が
働
く
。そ
の
た
め
に
、
そ
れ
を
抑

え
る
力
が
効
果
的
に
働
き
、輪
石
に
接
し
た
石

材
か
ら
順
に
力
を
横
に
逃
が
す
よ
う
に
積
ん

で
い
る
。壁
石
を
真
横
か
ら
見
る
と
、
鞘
（
さ

や
）
石
垣
と
ア
ー
チ
の
接
点
が
イ
チ
ョ
ウ
の
葉

の
根
本
の
よ
う
だ
。そ
し
て
黄
色
い
線
は
、
壁

石
の
上
に
な
る
ほ
ど
傾
斜
が
ゆ
る
や
か
に
な

っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
端
か
ら
石
材
を
輪
石
近

く
に
運
ぶ
際
、
運
搬
し
や
す
い
よ
う
に
と
の
工

夫
な
の
で
あ
る
。（
広
報
部
）

流失前の下鶴（下津留）橋
写真提供／上塚 尚孝（1957年3月撮影）


